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Abstract
The competition among international financial centres（IFCs）in Asia has been increasingly fierce
from the late 1960s. Hong Kong, Singapore and Tokyo have tried to position themselves as regional
pre-eminent financial centre to attract highly specialized financial service providers. This paper exam-
ines the formation and development process of Singapore IFC, focusing on the process from 1968 to
the mid-1990s. It also explores the correlation between international capital flows and the Global Finan-
cial Centre Index. The paper analyses and explains the process of Singapore IFC from seven viewpoints:
1）financial supervision; 2）the launch of new financial instruments and tax incentives; 3）upgrading
ICT and urban infrastructure; 4）trends of local banking industry; 5）political and economic stability;
6）social network; and 7）competitive or complementary relationships with other IFCs.
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の IFCsが多く出現していることを指摘する研究もある（Sassen, 1999；Tschoegl, 2000；Taylor et
al., 2002）。後者の現象はまさしく IFCs間競争の現れと解釈できよう。
なお、IFCs間競争の歴史研究においては、競争関係だけではなく補完関係に注目する研究もあ
る（Einzig, 1932；Shenk, 1998；Cassis, 2010）。そして、近年、補完関係のもたらす階層性をネッ
トワーク分析手法によって分析する画期的な研究も現れていることに注意しておきたい（Poon,






らの研究が求められている。それらの代表例として、Harvey（1990）や Lash and Urry（1994）そ
して Krstic（2004）を指摘できよう。それらは、近年の電信網の発展を背景として、現代的な銀行











































































る。なお、各都市の GFCIについては 2007年から 2015年までの各年 9月公表のデータを用いた。
そして、各都市の GFCIを満点 1000点で割った値を被説明変数とし、先に示した各作成指標を説



































































































































出所）IMF, International Financial Statistics, 2008―2016,およびZ/YenGroup, Global Finan-
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受けて、1968年に ADMを創設した（Jarvis, 2011, p.77）。そして、ADMの発展を重視する方針は、






つために 72年の流動性準備比率規制廃止（MAS, 1973, p.79）、アジア・ダラー建ての譲渡可能預
金の流通市場育成のための印紙税廃止（Ibid, p.79）、73年のアジア・ダラー建て債券の保有者に対
する個人所得税免税（MAS, 1974, p.85）、78年のオフショア市場での所得に対する法人税率を 40





































































































法施行（Ibid, p.48）、SIMEX（Singapore International Monetary Exchange：シンガポール国際証券
取引所）でのアジア発の株式指数先物取引である日経 225インデックスの取引開始（Ibid, p.48）、
87年の SESDAQ（The Stock Exchange of Singapore Dealing and Automated Quotation System）運



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































止（Ibid, p.49）、88年の SESDAQと NASD（The National Association of Securities Dealers）の連
携開始（Ibid, p.50）、シンガポール証券取引所の完全自動取引システム導入（以下、CLOB：Cen-












p.72）、地場銀行への外国人出資比率上限規制の 20％から 40％へ緩和（Ibid, p.72）、海外証券会社
に対して CLOB internationalや SESDAQ経由での直接取引を可能にするためのシンガポール証券
取引所付与による新会員資格導入（外国人出資比率を最大で 70％まで上昇可能）（Ibid, p.73）、シ
カゴマーカンタイル取引所での The Nikkei 225指数取引開始（Ibid, p.75）、93年のMASと台湾証
券取引委員会の合意書署名（台湾投資家の SIMEX先物取引参加認可）（MAS, 1993, p.6）、SIMEX
による香港証券市場のMorgan Stanley Capital International Hong Kong Indexに関する新しい先物
取引開始（Ibid, p.7）、シンガポール証券取引所による外貨建て負債証券取引促進のための上場手
数料引き下げ（MAS, 1995, p.96）、SIMEXとロンドン国際石油取引所が共同ブレント原油先物取引
開始（Ibid, p.96）、ペーパーレス取引の整備後に 95年の CLOB internationalでのマレーシア株式取
引の実施計画公表（MAS, 1996, p.100）、シンガポール証券取引所での中国企業の株式上場を進め
るためのMASと中国証券取引所による覚書署名などが次々と進展している（Ibid, p.100）。
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